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今
後
の
支
部
例
会
会
場
も
提
供
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
。
総
会
で
は
、 

役
員
発
表
、
運
動
方
針
発
表
、
参
加
者
か
ら
の
意
見
交
換
と
続
き
、 

そ
れ
ぞ
れ
よ
り
今
後
の
抱
負
が
語
ら
れ
た
。
支
部
活
動
の
第
一
目
標
を 

会
員
拡
大
と
定
め
、
新
規
会
員
を
二
十
名
獲
得
す
る
と
の
力
強
い
発 

表
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
支
部
例
会
も
定
期
開
催
と
し
て
、
八
尾
弘
支
部
長 

の
下
に
会
員
相
互
の
親
睦
と
研
鑽
を
深
め
て
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。 

役
員
一
覧
は
以
下
の
通
り
【顧
問
】深
谷
昇
・杉
原
繁
樹 

【相
談
役
】鈴
木
昭
臣
・山
田
泰
弘
【支
部
長
】八
尾
弘 

【事
務
局
長
】加
藤
公
大
【事
務
局
次
長
】肥
田
恵
子 

【幹
事
長
】長
谷
川
大
【幹
事
】石
田
知
早
人
・高
橋
基
・鈴
木
俊
克
・ 

尾
浦
剛
・潮
忠
靖
・中
谷
基
之
・曽
我
金
作
【女
性
部
長
】高
村
知
子 

 ※

名
古
屋
中
支
部
第
一
回
例
会
の
ご
案
内 

日
時 

七
月
二
十
七
日
（日
）午
後
三
時
～
五
時 

 

会
費 

五
百
円 

会
場 

株
式
会
社
エ
フ
ケ
イ
（会
議
室
）名
古
屋
市
中
区
丸
の
内 

二‐

二‐

十
五 

東
照
ビ
ル
一
階 

 

電
話
〇
五
二‐

二
三
二‐

八
四
八
四 

 

地
下
鉄
桜
通
線
丸
の
内
駅
四
番
出
口
ま
た
は
鶴
舞
線
一
番
出
口
よ
り 

北
東
へ
徒
歩
十
分 

 

日
本
会
議
名
古
屋
中
支
部
が
設
立
さ
る 

 

い
よ
い
よ
日
本
会
議
と
し
て
、
昨
年
の
代
表
者
大
会
、
本
年
度
の
全
国
総
会
で
の
国
民
運
動
構

想
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
「憲
法
改
正
国
民
投
票
の
実
現
・勝
利
」
へ
向
け
て
の
運
動
が
出
発
し

ま
し
た
。 

 

愛
知
県
本
部
で
も
、
県
・市
町
村
で
の
「国
会
に
憲
法
改
正
の
国
民
投
票
実
現
を
求
め
る
地
方

議
会
決
議
」
推
進
の
働
き
か
け
を
始
め
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
現
在
設
立
の
支
部
に
て
、
あ
る
い
は
新
し
い
支
部
を
結
成
し
て
、
国
民
投
票
実
現
時
に
、

よ
り
多
く
の
憲
法
改
正
賛
成
票
を
生
み
出
す
拠
点
つ
く
り
に
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
ご
協
力
の
も

と
動
き
出
し
て
い
ま
す
。 

 

事
務
総
局
か
ら
は
、
九
条
、
緊
急
事
態
等
の
、
七
つ
の
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
憲
法
改
正

へ
の
啓
発
活
動
推
進
に
は
大
変
わ
か
り
や
す
い
テ
ー
マ
で
す
。
紙
面
の
関
係
で
各
テ
ー
マ
の
詳
細
は

省
き
ま
す
が
、
各
月
号
の
息
吹
の
紙
面
や
、
事
務
局
へ
問
い
た
だ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
チ
ラ
シ
送
付

や
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
確
認
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

あ
と
二
年
数
か
月
、
こ
の
運
動
を
ぜ
ひ
と
も
愛
知
県
の
多
く
の
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
成
し
遂

げ
て
い
き
た
い
と
決
意
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

私
も
そ
う
で
す
が
、
今
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
は
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
て
、
一
人
で
も
多

く
の
知
人
や
、
会
社
や
、
町
内
や
家
族
な
ど
周
り
の
方
々
に
、
自
分
の
言
葉
で
直
接
「な
ぜ
憲
法

改
正
が
必
要
な
の
か
」
の
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い
、
納
得
出
来
る
事
柄
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
そ
れ
ら
の
方
々
に
改
正
賛
成
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
そ
れ
を
知
人
に
伝
え
て
い

た
だ
く
こ
と
で
す
。
ま
た
日
本
会
議
に
賛
同
い
た
だ
き
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。 

 

そ
の
為
に
は
、
多
く
の
ツ
ー
ル
（パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
）を
活
用

し
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
そ
れ
ぞ
れ
の
自
分
な
り
の
確
固
た
る
憲
法
改
正
の
「言
葉
」

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
確
固
た
る
思
い
と
、
確
固
た
る
信
念
は
、
必
ず
や
周
り
の

人
々
、
組
織
を
動
し
て
い
く
と
信
じ
ま
す
。 

 

名
古
屋
支
部
の
南
部
文
宏
さ
ん
は
、
国
民
の
疑
問
に
答
え
る
形
で
の
憲
法
改
正
の
寸
劇
の
台
本

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、
又
上
演
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

本
年
八
月
は
終
戦
よ
り
六
十
九
年
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
国
民
を
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
英

霊
の
御
霊
に
、
占
領
時
の
憲
法
を
ま
だ
改
正
出
来
な
い
で
い
る
こ
と
に
は
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で

深
謝
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 
 

重
ね
て
、
こ
の
二
年
数
か
月
、
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
誠
心
誠
意
「言
葉
」
を
語
っ
て
い
き
た
い
と

決
意
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
指
導
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

会
員
一
丸
と
な
っ
て
憲
法
改
正
の
地
方
運
動
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
本
会
議
愛
知
県
本
部
理
事
長 

 

森
藤
左
エ
門 

≪

第
一
部≫

 

勉
強
会 

●
開
催
日
時 

六
月
二
十
一
日(

土) 

午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
四
十
五
分 

●
会
場 

野
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー 

●
会
費 

五
百
円 

●
参
加
者
数 

七
名 

テ
ー
マ 

「保
守
政
党
に
つ
い
て
考
え
る
第
三
講
」…

今
回
は
具
体
的
な
政
策
案
を
挙
げ
な
が
ら
、
保
守
政
党
の

あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
時
事
問
題
で
も
あ
り
ま
す
集
団
的
自
衛
権
の
必
要
性
や
御
皇
室
の
大 

切
さ
、
地
方
行
政
に
つ
い
て
な
ど
話
題
が
多
岐
に
渡
る
中
、
や
は
り
話
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
の
は
憲
法
改
正 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
関
す
る
事
柄
で
し
た
。
「憲
法
を
改
正
す
れ
ば
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

し
ま
う
」
な
ど
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
で
訴
え
て
く
る
護
憲
派
に
対
抗
す
る
た
め
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

私
た
ち
も
分
か
り
や
す
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
自
主
憲
法
制
定
を
訴
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

て
い
け
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
事
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
≪

第
二
部≫

 

街
頭
演
説
活
動 

●
開
催
日
時 

同
日 

午
後
二
時
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
時 

●
場
所 

昭
和
区 

御
器
所
交
差
点
南
西
角
地 

●
会
費 

無
料 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

●
参
加
者
数 

七
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

汗
ば
む
く
ら
い
の
陽
気
の
中
、
自
主
憲
法
制
定
に
つ
い
て
訴
え
さ
せ
て
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
の
頑
張
り
で
多
く
の
方
に
チ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ラ
シ
を
配
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
熱
心
に
演
説
を
聞
い
て
質
問
も
し
て
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

だ
さ
っ
た
女
性
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
り
等
と
て
も
実
の
あ
る
時
間
と
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ま
し
た
。
☆
名
古
屋
東
部
支
部
で
は
自
主
憲
法
制
定
に
関
し
て
街
宣
活 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

動
に
て
訴
え
て
欲
し
い
内
容
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

メ
ー
ル
（kak

e
hashi_k

ato
u@

ho
tm

ail.co
.jp 

加
藤
貴
之
宛
）ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
の
程
、
宜
し
く
お
願
い 

致
し
ま
す
☆ 

 

※

第
十
二
回
八
月
度
定
例
会
は
、
六
月
、
七
月
度
と
同
様
、
午
前
研
修
・テ
ー
マ
「安
全
保
障
体
制
と
其
の
う
ん

よ
う
に
つ
い
て
」座
長
・江
崎
雅
博
、
午
後
街
宣
で
、
同
時
刻
、
同
会
場
で
、
八
月
二
十
四
日
（日
）に
開
催
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
（文
責
・ 

日
本
会
議
愛
知
県
本
部 

名
古
屋
東
部
支
部 

事
務
局
長 

加
藤
貴
之 

） 

あ
い
ち
通
信 

 

名
古
屋
東
部
支
部 

第
十
回
勉
強
会
、
街
宣
実
施
！ 

八
月
度
定
例
会
案
内 

第
六
十
号 

 

去
る
六
月
二
十
九
日
、
日
本
会
議
名
古
屋
中
支
部
が
設
立
さ
れ
た
。
支
部
の
エ
リ
ア
は
名
古
屋

市
東
区
・西
区
・中
区
の
衆
議
院
議
員
愛
知
一
区
と
な
る
。
設
立
総
会
の
会
場
は
、
株
式
会
社
エ

フ
ケ
イ
の
深
谷
昇
社
長
の
ご
好
意
に
よ
り
、
同
社
の
会
議
室
を
提
供
い
た
だ
い
た
。 



●愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■８月３日（日）午前７時開始、８時終了。 
■引き続き９月７日（日）午前８時より実施予定。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社屋の
木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨は
中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場責
任者の服部宛、電話 (090-6466-1592)を下さい。 
 

★７月６日は、２０名近くの方にご参加いただきまし
た。また、３名の方に初参加していただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             

 
         （6月1日奉仕後に撮影） 
 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 
 
 

平成二十六年八月  
 一

日
（日
） 

 

第
五
十
六
回
愛
知
縣
護
國
神
社
清
掃

奉
仕
に
二
十
三
名
が
参
加
。
そ
の
後
、

月
並
祭
に
も
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

午
後
か
ら
、
世
論
の
会
合
同
総
会
と
日

台
若
手
交
流
会
に
参
加
。 

四
日
（水
） 

 

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・森
敬
恵
さ
ん
の
ト
ー

ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
。
森
さ
ん
は
愛

国
者
で
あ
り
、
日
本
会
議
の
熱
心
な
会

員
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。 

五
日
（木
） 

 

日
本
会
議
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
前
期
理
事

会
が
岐
阜
で
開
催
さ
れ
、
重
冨
会
長
、

森
理
事
長
と
共
に
出
席
。 

七
日
（土
） 

 

武
豊
町
在
住
の
鈴
木
直
人
さ
ん
を
訪

問
。
知
多
支
部
設
立
に
つ
い
て
ご
相
談
申

し
上
げ
た
。 

八
日
（日
） 

 

「 

日
本
の
息
吹
」
海
部
・津
島
地
区
懇

談
会
を
開
催
。
ご
来
賓
と
し
て
津
島
神

社
・伊
藤
祥
文
宮
司
に
出
席
い
た
だ
い
た
。 

十
一
日
（水
） 

 

所
用
に
て
上
京
。
用
務
終
了
後
、
愛
宕

山
に
登
る
。
こ
こ
は
勝
海
舟
と
西
郷
隆
盛

が
江
戸
市
中
を
一
望
し
て
、
無
血
開
城

を
決
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

桜
田
門
の
水
戸
義
士
が
集
結
し
、
愛
宕

神
社
に
祈
願
し
た
と
す
る
石
碑
や
、
終

戦
直
後
、
尊
攘
義
軍
が
自
決
し
た
石
碑

も
建
て
ら
れ
て
い
た
。 

十
五
日
（日
） 

 

愛
知
竹
田
研
究
会
幹
事
会
を
事
務
所

で
開
催
。
二
週
間
後
に
控
え
た
、
犬
山

市
民
会
館
で
の
千
名
イ
ベ
ン
ト
の
打
ち
合

わ
せ
を
行
っ
た
。 

十
六
日
（月
） 

 

明
成
社
・大
橋
岳
彦
氏
が
来
名
。
名
古

屋
城
の
天
守
閣
や
本
丸
御
殿
を
案
内
。 

十
九
日
（水
） 

 

愛
知
県
神
社
庁
・丹
下
参
事
を
訪
問
。

諸
々
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、 

八
月
十
五
日
（金
）午
前
十
時
三
十
分
に
、
護

国
神
社
境
内
の
手
水
舎
前
に
ご
集
合
下
さ
い
。 

祖
国
繁
栄
の
礎
と
な
ら
れ
た
英
霊
に
黙
祷
を

捧
げ
、
昭
和
天
皇
終
戦
の
御
詔
勅
を
拝
聴
の

後
、
お
神
酒
を
頂
戴
し
ま
す
。
当
日
、
神
社
の

ご
厚
意
で
、
境
内
に
、
テ
ン
ト
を
お
借
り
し
て

日
本
会
議
名
古
屋
支
部
が
主
管
と
な
り
、
署

名
活
動
、
昭
和
二
十
年
当
時
の
ビ
デ
オ
放
映

等
も
企
画
し
た
無
料
の
休
憩
所
の
開
設
と
冷

茶
の
提
供
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
お
手
伝
い
い

た
だ
け
方
、
お
一
人
で
も
多
く
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
（十
三
時
頃
散
会
） 

前
日
十
四
日
、
テ
ン
ト
の
準
備
作
業
等
あ
り
、

お
時
間
割
い
て
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
は
、
八
月
十
四
日
（木
）十
五
時
に
護
国

神
社
境
内
の
手
水
舎
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

事
務
局
日
誌
（ 

六
月
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

服
部
守
孝 

熱
田
神
宮
を
参
拝
し
て
、
境
内
の
「宮 

き
し
め
ん
」
を
食
す
。 

二
十
日
（金
） 

 

れ
き
べ
ん
主
宰
の
久
野
潤
先
生
が
来

名
。
覚
王
山
に
あ
る
揚
輝
荘
を
案
内
し

た
。
こ
こ
は
名
古
屋
の
豪
商
、
松
坂
屋
の

伊
藤
次
郎
左
衛
門
祐
民
が
大
ア
ジ
ア
の

理
想
に
燃
え
、
各
国
有
為
の
青
年
を
支

援
し
た
史
跡
で
あ
る
。 

二
十
三
日
（月
） 

 

共
同
通
信
社
よ
り
拉
致
問
題
に
つ
い
て

取
材
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
新
し
い
歴
史

教
科
書
つ
く
る
会
幹
事
会
に
出
席
。
夜

は
、
事
務
所
に
て
李
登
輝
友
の
会
愛
知

県
支
部
幹
事
会
を
開
催
。
終
了
後
は
、

各
自
持
ち
寄
っ
た
酒
肴
で
懇
親
会
。 

二
十
五
日
（水
） 

 

テ
キ
サ
ス
☆
ナ
イ
ト
に
参
加
。
テ
キ
サ

ス
親
父
こ
と
ト
ニ
ー
・マ
ラ
ー
ノ
さ
ん
の

人
気
は
絶
大
で
、
会
場
の
今
池
ガ
ス

ホ
ー
ル
は
ほ
ぼ
満
席
と
な
っ
た
。
終
了
後

は
、
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
出
演
さ
れ
た
吉
木

誉
絵
さ
ん
を
囲
み
懇
親
会
。 

二
十
六
日
（木
） 

 

会
員
拡
大
訪
問
活
動
五
軒
。
同
行
い

た
だ
い
た
江
場
寛
一
さ
ん
は
、
名
古
屋

西
支
部
設
立
世
話
人
と
し
て
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
い
る
。
終
了
後
、
夕
食
を
ご
馳

走
に
な
り
二
次
会
ま
で
お
世
話
に
な
っ

た
。 

二
十
八
日
（土
） 

 

名
古
屋
中
支
部
設
立
総
会
に
参
加
。

役
員
発
表
、
運
動
方
針
提
起
が
あ
り
、

支
部
長
に
は
八
尾
弘
さ
ん
が
就
任
さ
れ

た
。
終
了
後
、
「 

世
界
の
山
ち
ゃ
ん
」
に

て
懇
親
会
。 

二
十
九
日
（日
） 

 

第
27
回
愛
知
竹
田
研
究
会
。
は
じ
め

て
の
試
み
で
、
地
方
の
犬
山
市
で
開
催
。

結
果
、
過
去
最
高
八
百
名
の
来
場
が

あ
っ
た
。
犬
山
の
山
田
拓
郎
議
員
、
小
牧

の 谷
田
貝
将
典
議
員
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

●
「 

日
本
の
息
吹
」知
多
地
区
懇
談
会 

日
時 

八
月
二
日
（土
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
後
一
時
半
～
三
時 

会
場 

東
海
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（小
会
議
室
） 

 
 

 
 

東
海
市
大
田
町
後
田
二
十‐

一 
 

 
 

電
話 

〇
五
六
二 ‐

三
二 ‐

三
四
〇
〇 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
費
無
料 

  
 

 

行
事
予
定 

●
「
終
戦
の
日
」愛
知
縣
護
國
神
社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

黙
祷
式 

日
時 

八
月
十
五
日
（金
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前
十
一
時
半
～ 

※

日
本
会
議
が
特
設
テ
ン
ト
で 

 
 

 
 

 

冷
茶
サ
ー
ビ
ス
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
拝
下
さ
い
。 

 

●
第
十
三
回
も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
展 

日
時 

八
月
十
五
日
（金
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
後
一
時
～
八
時 

 
 

 
 

 

十
六
日
（土
）・十
七
日
（日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前
十
時
～
午
後
八
時 

 
  

 
 

 

十
八
日
（月
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前
十
時
～
正
午 

会
場 

名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー 

（地
下
鉄
桜
通
線
国
際
セ
ン
タ
ー
駅
下
車
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

入
場
無
料 

 

●
日
本
会
議
瀬
戸
・尾
張
旭
支
部
発
会
式 

日
時 

八
月
三
十
一
日
（日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
一
時
半
～
三
時 

会
場 

パ
ル
テ
ィ
せ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（第
一
学
習
室
） 

  

瀬
戸
市
栄
町
四
十
五 

 
 

電
話
〇
五
六
一‐

九
七‐

一
一
六
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
費
無
料 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
規
入
会
者
ご
紹
介 

（ 

平
成
二
十
六
年
五
月
） 

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

河
本 

力 
 

（篤
志
会
員
） 

神
田
憲
次 

（議
員
会
員
） 

長
谷
川
大 

（正
会
員
） 

岸
里
敬
三 

（正
会
員
） 

自
民
党
愛
知
第
六
支
部 

（議
員
会
員
） 

高
村
知
子 

（女
性
会
員
） 

フ
タ
ム
ラ
化
学
株
式
会
社
（支
援
会
員
） 

石
原 

悟  

（支
援
会
員
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

《入
会
日
順
、
敬
称
略 

》 

 

愛
知
県
護
国
神
社
献
水
祭
・ 

 
 

 

黙
祷
式
に
ご
参
加
く
だ
さ
い 

会員種別と特典 
維持会員 篤志会員 議員会員 女性会員 支援会員 正会員 

年会費 １万円 ３万円 １０万円 １万円 5000円 3800円 

機 関 紙 『日本の
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